
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間          会長 石田喜克君  

今月は、ロータリー財団月

間となっております。 

本日は、地区ロータリー財

団部門副委員長の喜島健一郎

様をお迎えして卓話を頂くこ

とになっております。私自身

が勉強不足の分野でしたので

しっかりと聞いて行動を起こしたいと思います。 

今回の台風 30 号でのフィリピンの被害に対する災害

救援に関して初期の対応がかなり遅れているような気が

致します。ロータリーでの災害救援の定義についてお話

させて頂きます。『被災地のＲＣが、被災地のさし迫っ

たニーズをかなえるプロジェクトを組織し、救援のため

の寄付を他の人から進んで受け、これを管理する事もま

れではない。クラブの関心も高いし、ＲＣやロータリア

ンの災害救援活動の価値は明らかではあるが、ＲＩ理事

会に申請し、承認を得て初めて、クラブまたはクラブ・

グループは、他のＲＣまたはロータリアンに文書を配布

し、災害救援に関し財政援助他の支援を求めることがで

きるのである。』（2005情報マニュアル）と記してあり

ます。以前の情報集には、『災害時にロータリーは救援

募金活動に乗り出すよりは、救援支援の機関が普通存在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

するので、そちらに協力する事が望ましい。もしない場

合には、次のように行動するように要請している。直接

寄付を送りたい場合と被災地のクラブが救援を要請する

場合に分別されております』。（2002年第8版より）Ｒ

Ｉ災害急報は、地区財団活動資金（ＤＤＦ）を受け付け

る災害を知らせるものである。と記してありました。困

った時、大変な時は、やはり、『財団部門』なくして支

援が出来ないのだ、と痛感させられました。122 万人会

員の小さな積み重ねが大をなすのです。皆様の今後、益々

の財団へのご協力をお願い申し上げます。 

最後になりましたが、大変喜ばしい事をご報告させて

頂きます。直前会長の図師義孝君が厚生大臣表彰を受章

されました。誠におめでとうございます。11月 28日に

受章記念祝賀会が開催されるみたいです。参加ご希望の

方は、事務局まで早急にご連絡を下さい。私たちを最も

必要とする人たちの為に、わたしたちは可能な限り沢山

良い事をしましょう！ 

本日も、ロータリーを楽しみましょう！ 

 

■幹事報告 ＜文書案内＞    幹事 岩切 洋君 

＊中部分区会長幹事会案内 

 日時 25年12月2日19時～ 

 場所 ホテルマリックス２F 

＊2011-12幹事会忘年会案内 

 日時 25年12月12日18：30 

 場所 こくぶ 県病院前 

 

  

武 末  喜久治 

 

 

第 1812 回 平成 25 年 11 月 21 日プログラム 

 

 

 

 

 

2730地区ガバナー    大迫 三郎 

中部分区ガバナー補佐    尾﨑 敏弘 

第2730地区テーマ 

     『職業奉仕の実践』『感動』 

高鍋ロータリークラブテーマ 

     『みんなで力を合わせて行動を』 

11月の月間テーマ  

     ロータリー財団月間 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．会員卓話 

10．次週例会案内 

11．点   鐘 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

   我らの生業 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 

本日の例会案内    

＊会員卓話―黒木敏之君 

 ＊例会終了後プログラム委員会 

 

 

 

次週例会案内；11月 28日（1813回） 

 ＊外部卓話―金崎由起子様 

  ＊100万ドル 

第 1811 回 例会内容 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊クラブ研修リーダーのための地区研修会開催案内 

 日時 2013年12月15日（日）13時～16時 

 場所 メインホテル５F・シャインホール 

 会費 1人2,000円 

 

■出席報告        出席委員長 野田俊一君 

出席状況            

会  員  数 48名 

出 席 会 員 数 33名 

ホーム出席率 71.74％ 

前々回修正出席率 82.61％ 

 

 

■ＢＯＸ披露    親睦活動副委員長 森本直樹君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

石田喜克君 ロータリー財団月 

間のメインアワーとして地区 

ロータリー財団部門副委員長 

の喜島健一郎様をお迎えして 

の卓話を頂きます。感謝。 

 高鍋高校ラグビ―部が3年連 

続21回目の花園出場です。ご支援をお願い致します。 

岩切洋君 財団月間において、本日は地区財団副委員長 

喜島健一郎様をお迎えして！本日の卓話宜しくお願い 

致します。 

尾﨑敏弘君 誕生日祝・結婚記念祝有難うございました。 

黒木敏之君 結婚記念祝のお返しとして。 

中武泰一郎君 喜島様におかれましては、ご多用の中、 

卓話をお引き受け頂き有難うございました。本日は宜 

しくお願い致します。 

長谷川修身君 結婚記念祝のお返しとして。 

 

☆財団月間外部卓話   

未来の夢計画と補助金について 

地区ロータリー財団 副委員長 

喜島 健一郎 様 

１．始めに 

本日は、財団委員会に入

って感じたことを率直に

お話したいと思います。多

少の私見も入りますが、そ

の上で貴クラブの今後の

活動にお役立て下されば

幸いです。 

２．ロータリーは変わった 

1905年、ポールハリスがロータリーを創設した時、彼

が望んだことは、信頼できる友と真面目な商取引でした。 

この部分は割愛致しますが、最初に親睦があり、その

親睦が友情へと発展し更に相互理解へと進化する時、そ

の心を家庭に、職業に、地域にそして海を越えて異なる

国々の人々との間に適用することでした。奉仕の主体は

一人一人のロータリアンであり、私達は人間性を高め世

の為人の為に尽くすことをクラブで学んでいるのであり、

クラブもまたその様な役割を担っているのであります。 

2005年、ロータリーは新しい世紀に入りました。ポリ

オ撲減運動は既に相当の域に達しており、ここに皆が力

を合わせ世界平和の為に尽くそうという新しい目的が生

れたのであります。 

３．戦略計画とは何か 

ロータリーは、個人奉仕の団体から集団奉仕を併せ持

つ団体へと変貌しました。新しいロータリーを造る為の

計画が戦略計画なのであります。その内容は  

1.クラブ活動の活性化(DLP、CLPと中核的価値観) 

2.人道的奉仕活動の重点化(6つの重点分野) 

3.公共イメージの高揚 

４．未来の夢計画について 

財団の未来の夢計画は、RIの戦略計画を達成する為に

財政的にこれを支援するものであります。従って基本的

に戦略計画と同一であります。その内容は  

1.プログラムと運営の簡素化(地区の裁量権の拡大0) 

2.人道的プログラムの重点化(6つの重点分野) 

3.公共イメージの高揚 

５．6つの重点分野とは 

1.平和と紛争予防/紛争解決   2.疾病予防と治療 

3.水と衛生設備         4.母子の健康 

5.基本的教育と識字率向上   

6. 経済と地域社会の発展 

６．地区補助金 

海外、国内を問わず比較的小さな人道的活動、教育的

活動、環境保全活動を支援します、ＤＤＦから支給され、

その額はＤＤＦの50％以内(最高50％)です。 

イ、基本的な考え方 

＊ 地区の裁量権は、イリノイ州の州法に準拠しなけれ 

ばならず制限があります。 

＊人道的プログラムが優先されます。 

＊各クラブからの申請は全て尊重され平等です。それ

故競争制とは、先着順、人道的かどうか、他に申請

の道があるかどうかが基準となります。 

＊地区補助金は、ＶＴＴにも奨学金にも使用可能です 

が財源的に厳しいです。 

口、補助金の決定 

＊財団委員長同席の下、補助金小委員会で決定します。 

＊交付金額は、補助金残高、申請クラブ数等により減 

額されることもあります。 

ハ 、地区補助金申請日程について 

＊申請書の受付は計画年度の1月1日から3月31日まで。 

＊審査は、原則として不備の無い申請クラブ全てを認 

定する予定。 

＊プロジェクト終了から2ケ月以内に最終報告書を提 

出して下さい。 

＊6ケ月を超えるプロジェクトは、半年毎に中間報告書 

を提出して下さい。 

＊最終報告書の提出期限は5月31日です。(厳守) 

二、人道的プロジェクトの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



＊奉仕活動や寄贈品は、地域で叶えられていないニー 

ズを満たすものですか? 

＊プロジェクトは、意まれない人々の役に立つもので 

すか? 

＊地区補助金がなければ、そのニーズを満たすことが 

出来ませんか? 

＊地域のニーズは、今行うことに意義がありますか? 

ホ、地区補助金の適格性 

＊地区補助金は、環境保全プロジェクトにも認められ 

ます。 

＊プロジェクトだけではなく、何に使うのか、使用目 

的が極めて重要です。 

＊マスコミ等を使った広報活動も大切なことです。 

へ、利用上の注意点 

＊計画は資金計画も含め出来るだけ綿密にして下さい。 

＊資金管理は適切に行い領収書は全て保存して下さい。 

＊決算書は必ず作成して下さい。 

＊報告書の提出は速やかに願います。次年度計画と他 

クラブに迷惑が掛ります。 

卜、補助金申請上可とされる対象プロジェクトの例 

＊障害者が対象のスポーツ大会 

＊入場料を取らないホスピスなどでのコンサート 

＊不特定多数の人が利用する施設への車椅子の寄贈 

＊学校や施設へのパソコン、プリンターの寄贈 

＊独り暮らしの高齢者への食事のサービス 

＊献血キャンペーンやAEDの寄贈 

＊障害者の為のプロジェクト 

＊養護施設等への洗濯機、暖房設備、ソファー、テレ 

ビ等の寄贈 

＊失業者の為のパソコン教室 

＊家庭内暴力、いじめ、引きこもり等で苦しんでいる 

青少年への支援 

＊その他、 地区補助金が使用できないケース及び申請 

上守らねばならない点は財団ホームページより、地 

区補助金の授与と受諾の条件を必ずお読み下さい。 

７．グローバル補助金 

ロータリアンが参加する比較的大きな長期的、継続的

プロジェクトを支援します 

ＤＤＦとＷＦの組み合わせで使用され、ＤＤＦの50％ 

以上 (最低50％)です。 

イ、基本的な考え方 

＊従来のマッチング・グラントとお考え下さい。 

＊クラブは、地区が認定する参加資格を満たしていな 

ければなりません。 

＊ＶＴＴや奨学金も含め、６つの重点分野が対象にな 

ります。 

＊地元社会に強いニーズと事業を推進する確固たる組 

織があること。 

＊持続可能性のあるプロジェクト(プロジェクトの成 

果が持続するもの) 

＊クラブが直接、財団に申請するものです。 

口、補助金の決定 

＊申請書の認定は直接財団が行いますが、ＤＤＦの 

残高等を勘案して地区が否認することもあり得ます。 

(DDFの使用にはガバナーと財団委員長の署名が必要) 

申請額は最低15.000 ドル(ＷＦと合わせて30.000ド 

ル)から最高200.000 ドル(ＷＦと合わせて400.000 

ドル)となります。 

ハ、グローバル補助金の申請日程 

＊年度を通じて随時受け付けられますが、事前に提案 

書の提出が必要です。 

二、プロジェクトの制限 

＊ロータリークラプの存在する国、及び地域のみが対 

象です。 

＊2ケ国以上のクラブまたは地区が参加する国際プロ 

ジェクトのみです。 

ホ、海外での奉仕プロジェクトに参加または調査の為の 

旅費 

＊新地区補助金では可能ですが、グローバル補助金で 

は出来ません。 

へ、持続可能性とは 

補助金が全て使用された後も、そのプロジェクトの 

影響が持続していることです。 

例えば井戸や医療機器の場合、提供して終わりでは 

なく、井戸を管理する人を訓練し継続的に使用出来 

るようにする。医療機器も使用方法を教育してその 

医療機器が地域の人々の役に立つようにすること等 

です。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜メンバー紹介＞ 

向山健一君 

１．職業     金物小売 

２．家族     妻・１女・１男（４人家族） 

３．趣味     日本史（安土桃山・江戸時代）   

４．座右の銘   健康第一 

５．メッセージ  11月3日 西中卒業生・古希同窓会 

 

＜情報の広場＞ 

このコーナーでは、皆様の親睦に役立つ情報を常に募

集しています。 

＜クラブ会報委員会より＞ 

 図師君、本当におめでとうございます。 

喜島健一郎様のお話を拝聴し、財団について勉強させ

ていただきました。 

高鍋高校ラグビー部、おめでとうございます。全国制

覇を期待しています。 

皆様、プロフィールの提出を宜しくお願いします。 

     


